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群 矢家の所在地内訳 (人) 備 考
新潟 (1群) 新潟県 (115) 新潟市内の大学に通学し,
n-115 新潟県内に実家がある者｡
東京 (2群)火京都 (39) 埼玉県 (36) 都心の大学に通学し,関東
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図6 さといもの料理4)
さといもの摂取状況と時好性について
では使用する材料や切り方を変えて仇するなど,行事
食,日常食として不可欠の料判iとなっているO
-新潟の調査対象者の家族構成をみると三世代以上の
世帯が多いことも "のっペ"が食べられている理由の
一つと考えられる｡一方調非対.IA者は,"のっペ"はお
いしい,毎日でも食べたい.ぜひ今後も作っていきた
い,新潟の代表的郷土料二印として次世代に伝えていき
たい,さらに食文化の1-;水という点からも意味のある
ことであると述べている｡材料が自由に選べること,
だしの取り方もいろいろで,汁の多い煮物として,時
には汁代わりに,また乱 冷どちらにも通しているこ
とから,一つの料二印としてはかなりバリエーション豊
かに利用できるもので利点は大きい｡新潟市民の一年
間のさといも購入金銅は全国2位にラ ンクされてお
り,とくにJu;川J-やその周辺は,絹のようにきめが細
かく滑らかでしっとりして美味をJA五泉よつばのさ
といもブランド"きぬ乙女"を生産している6)｡さとい
もは和風料二叩け'Jさというイメージを払拭するために
ち,若年屑に好まれる洋風,中国料理に積極的に利用
する方ij三をIJi;JE;することが必要であろう｡また栄養面,
経済性にも非常に優れている "のっペ'を日常食の手
軽な-ITlとして広く紹介していくことによって品質の
よい五IiJ叶;･の良Jrrなさといもの消費の拡大にもつなが
るものと期待される｡
要 約
新潟了Ifl,'よU'その近郊と東京および東京近郊に居住
の大学生を対象に3柾のいも (じゃがいも,さつまい
ち,さといも)についてアンケー ト調査を行い,若年
層の噂好,摂取状況について調べた｡その結果,各い
もの摂取頻度については顕著な地域差はなかった｡い
ずれもじゃがいもの摂取頻度が高く,さといもはじゃ
がいもに比べて低い値を示した｡新潟地区では,さと
いもの収穫期 ･秋から冬にかけてかなりの頻度で摂取
していた｡いも類の料理では,両地域間に大差はなく,
じゃがいも,さつまいもについては同じような料理名
があげられたが,さといもでは,新潟で の`っペ"が
高い頻度でみられた｡今回の調査対象者である若年層
にも "のっペ"は好まれ,積極的に日常食に取り入れ
ていることが判った｡
本報告は日本調理科学会平成 14年度大会において
発表した｡
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